第７号様式（第１０条関係）
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補　助　事　業　実　績　報　告　書

○○○○年○○月○○日


西 宮 市 長　様
　　（〒６６２－８５６７）
住　　所　西宮市六湛寺町１０－３
氏　　名　西　宮　　太　郎　　　　　　　　　印

　　（〒６６２－８５６７）

住　　所
　西宮市六湛寺町○番○号
会 社 名　六湛寺建築事務所
氏　　名　建　築　　一　郎　　　　　　　　　印

　　　　　　　　　　　　　　　　（連絡先の電話番号　0798-○○-○○○○）

　　　　　　　　　　　　　　　　（連絡先のFAX番号　0798-○○-○○○○）

○○○○年××月××日付　西建指指令第　○○　号をもって交付決定のあった、○○○○年度西宮市住宅耐震改修促進事業（簡易耐震改修工事費補助）を下記のとおり実施したので、西宮市住宅耐震改修促進事業実施要綱第１０条の規定により、その実績を報告します。


記

１．事業の内容及び経費区分（別記）

２．事業の着手年月日　　　（○○○○年△△月△△日）

○○○○年◎◎月◎◎日

　　事業の完了年月日　　　（○○○○年□□月□□日）

○○○○年＃＃月＃＃日
３．添付書類

（１）補助金算定・精算書（様式第耐震2-2号）及び総費用内訳書

（２）交付決定通知書（写し）

（３）耐震診断報告書（様式第耐震3-1号）

（４）住宅耐震改修に係る図書

（５）耐震改修工事実施確認書（様式第耐震4号）

（６）耐震診断、耐震改修計画策定、耐震改修工事に係る契約書及び領収書（写し）

（７）耐震改修工事実績公表内容報告書（様式第耐震5-2号）
（８）委任状（代理人が申請手続きを行う場合）

（注）（１）申請内容を上段に（　　）書き、実績を下段に記入する。

　　 （２）実績の着手年月日は契約日、完了年月日は費用の支払日とする。

別　記

収　支　決　算　書

１　収入の部

	科目
	決算額（税抜き）
	摘要

	　市補助金
	６００，０００円
	簡易耐震改修工事費補助

	　自己資金
	９００，０００円
	

	
	
	

	
	
	

	計
	１，５００，０００円
	


２　支出の部

	科目
	決算額（税抜き）
	摘要

	　簡易耐震改修工事費
	１，５００，０００円
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	計
	１，５００，０００円
	


（注）１　収支の計はそれぞれ一致する。
２　補助金は、見込み額を記入する。



様式第耐震２－２号

○○○○年○○月○○日

補助金　算定・精算　書
住宅改修業者登録　兵住改（A-0）第（00000）号
または事業者グループ登録（　　　　―　　　　）号
所在地　西宮市六湛寺町○番○号
会社名またはグループ名称　六湛寺建築事務所
代表者名　建　築　　一　郎　　　　　　　　　印
下記のとおり　見積り　・　精算　致します。

（簡易耐震改修工事費補助）

	住宅の所有者
	西　宮　　太　郎

	住宅の所在地
	西宮市六湛寺町100

	総費用
(f)=(e)+(d)
	２，０００，０００　円

	
	耐震診断費
(a)
	
	１００，０００　円

	
	耐震改修計画策定費　　(b)
	
	２００，０００　円

	
	耐震改修工事費
(c)
	
	１，２００，０００　円

	
	合計   　(e)= (a)+ (b)+ (c)
	
	１，５００，０００　円

	
	補助対象外経費
 (d)
	
	５００，０００　円

	補助金額
	６００，０００　円


【補助金額】

　補助対象経費に4/5を乗じた額（千円未満の端数切捨て)
ただし、補助対象経費 (e)の金額が500,000円未満の場合は　補助の対象としない。

【添付書類】
総費用内訳書（補助対象経費と補助対象外経費の別が確認できるもの）
様式第耐震３－１号

○○○○年○○月○○日

耐　震　診　断　報　告　書

西　宮　　太　郎　様

耐震診断者氏名　　建　築　　一　郎　　　　　　　印

（一級）建築士　　　（大臣）登録第　　００００　号

建築士事務所名　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（一級）建築士事務所（兵庫県）知事登録第００００号

西宮　太郎　様の所有されている住宅の耐震診断の結果については、下記のとおり改修前及び改修後の耐震診断が行われた旨を確認しましたので報告します。この報告書及び添付資料に記載の事項は事実に相違ありません。
記

	１　住宅の名称
	西宮　太郎　邸

	
	所在地
	〒６６２－８５６７　　西宮市六湛寺町100

	２　耐震診断の方法
	木造住宅の耐震診断と補強方法による一般診断法

	３　改修前における耐震診断結果※１
評点　　0.40　

	（所　見）

○○○○○○○○○○○○○○・・・・・・


	４　改修後における耐震診断結果

評点　　0.80　


	（耐震改修の方針）

○○○○○○○○○○○○○○・・・・・・


	
	（具体的な補強方法）

○○○○○○○○○○○○○○・・・・・・



	５　備　考
	


【添付資料】耐震診断計算書（改修前後）※１
※１　平成12年度から14年度に実施した「わが家の耐震診断推進事業」又は平成17年度から実施している「簡易耐震診断推進事業」の診断結果を添付することにより改修前の耐震診断計算書を省略することができます。（改修後の耐震診断計算書は省略できません。）
様式第耐震４号

○○○○年○○月○○日

耐震改修工事実施確認書

本耐震改修工事は、○○○○年××月××日付　第　 ○○ 　号の交付決定通知書のとおり実施しており、当該申請書に記載している改修後の耐震性能を有することを確認しましたので、補助金交付決定通知書第６項に規定する耐震改修工事状況写真を添えて報告します。この確認書に記載の事項は事実に相違ありません。

耐震診断者氏名　　建　築　　一　郎　　　　　　　印

（一級）建築士　　　（大臣）登録第　　００００　号

建築士事務所名　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（一級）建築士事務所（兵庫県）知事登録第００００号

	住宅の名称
	西宮　太郎　邸

	
	所在地
	西宮市六湛寺町100

	工事内容の変更の有無　　　　　　　　　□有　　　　　　☑無

	
	【変更内容の概要】

注意：別紙とせずに必ず記入してください。


【添付書類】

□ 工事写真撮影箇所図※
□ 耐震改修工事状況写真

□ 工事内容に変更が有る場合は変更前・後の図面と変更後の耐震診断計算書

　（変更の内容が確認できるもの）
※　工事写真撮影箇所図の作成要領

(1) 右図の例にならって撮影箇所を図示してくだい。

(2) 補強箇所を明示し、凡例を設ける等して適宜補強方法を付記してください。

（第　１面／　　面）
様式第耐震5-2号

耐震改修工事実績公表内容報告書
○○○○年○○月○○日

西 宮 市 長　様
住宅改修業者登録　兵住改（A-0）第（00000）号
または事業者グループ登録（　　　　―　　　　）号
所在地　西宮市六湛寺町○番○号
会社名またはグループ名称　六湛寺建築事務所
代表者名　建　築　　一　郎　　　　　　　　　印

連絡先（TEL）0798-○○-○○○○
下記のとおり、本工事の実績について、報告します。

記

	①
	工事場所(市町名のみ)
	西宮市

	②
	補助種別
	□ 住宅耐震改修工事費補助

☑ 簡易耐震改修工事費補助

□ 屋根軽量化工事費補助

	③
	建て方
	☑ 戸建住宅　 □ 長屋・共同住宅 　□ マンション

	④
	構造
	木造

	⑤
	建築年月
	昭和○○年○○月

	⑥
	階数
	地上　　２　階　　　地下　　－　階

	⑦
	戸数
	　　　　　１　戸

	⑧
	延べ面積（㎡）
	　　120.00　㎡

	⑨
	改修前評点
	0.40

	⑩
	改修後評点
	0.80

	⑪
	補助対象経費（円）
	　　１，５００，０００　　　　円（税抜き）

	⑫
	工事内容
	☑ 基礎、柱、はり、耐力壁等の補強工事

☑ 屋根軽量化工事

□ 耐震改修以外の工事(補助対象経費に含んでいる場合のみ)

	⑬
	延べ面積当り評点上昇分当り補助対象経費※
	　　　　　３１，２５０　　　　円


　　　

　　　※補助対象経費(⑪)÷延べ面積(⑧)÷（改修後評点(⑩)－改修前評点(⑨)）
第９号様式（第１４条関係）

補　助　金　請　求　書

金　　　　　　　　　　　円也

ただし、　　　　年度西宮市住宅耐震改修促進事業補助金

補助金交付決定額　　　　　　　　　　　円（概算払のとき）

補助金確定額　　　　　　　　　　　円（精算払のとき）

既受領額　　　　　　　　　　　円

今回請求額　　　　　　　　　　　円

＜根拠＞　補助金交付決定通知　　　　西建指指令第　　　　号　（概算払のとき）
　　　　年　　月　　日

補助金交付決定変更通知　　西建指指令第　　　　号　（　　〃　　　）

　　　　年　　月　　日

補助金確定通知　　　　　　西建指指令第　　　　号　（精算払のとき）

　　　　年　　月　　日

上記のとおり、補助金を精算（概算）払いによって交付されたく、請求します。

　　　　年　　月　　日

西 宮 市 長　様
住　　所　西宮市六湛寺町１０－３
団 体 名
代表者名　西　宮　　太　郎　　　　　　　　　印

（添付書類）補助金額確定通知書（写し）

口座振替（銀行振込）申込書
西　宮　市　長　様

　別紙請求代金は下記の預金口座に振り込んで下さい。なお、この口座振替をもって支払の効力を生ずることについて異議ありません。

	振 込 先 指 定
	指定銀行名
	預金種別

	
	○○○○
	銀行

信用金庫
	○○
	支店
	普通　　当座　　貯蓄　　その他

	
	口座名義人(フリガナ)
	口座番号

○○○○○○○
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	○○○○年○○月○○日


申込人(支払請求者)

	住　　　　　所
	西宮市六湛寺町１０－３

	法人の場合名称または商号
	

	（職）氏　　名
	西　宮　　太　郎


　　　　　　※注意（１）この申込書は請求書ごとに作成添付して下さい。

　　　　　　　　　　　（２）法人の場合には法人印および代表者印を、個人の場合は個人印を押印して下さい。

　　　　　　　　　　　（３）請求書と同一の印を使用して下さい。

　　　　　　　　　　　（４）口座名義のフリガナはカタカナで正しくご記入下さい。

（様式任意）

委任状

㈱六湛寺建築設計事務所　
	（一級）建築士事務所（兵庫県）知事登録第○○○○○号


建築　一郎
	（一級）建築士　　　（大臣）登録第　○○○○○　号



を代理人と定め下記権限を委任する。

記

１　西宮市住宅耐震改修促進事業の申請書及び報告書の作成、提出、訂正等の件

２　上記１に係る設計図書作成処理に関する一切の権限

届出を行う建物の所在地：　西宮市六湛寺町１００　　　　　　　　　　
○○○○年○○月○○日

委任者（申請人）住所：　西宮市六湛寺町１０－３　　　　　　　　

　　　　　　　　　氏名：　　西　宮　　太　郎　　　　 eq \o\ac(○,印)

簡易耐震改修工事費補助





受付窓口へ提出する日付を記入して下さい


事業完了日の翌日から15日以内の提出が必要です





（申請者）





申請書と同じ印鑑





（上記代理人）





代理人が法人に勤務している場合も代理人の個人印（認印）を押印してください。





交付申請書に記載した日付をご記入下さい。





補助金交付決定通知書の右肩に記載している日付と番号をご記入ください。





実際の契約日(契約書の日付)、代金支払日（領収書の日付）をご記入下さい。


契約日は交付決定通知の右上の日付以降の日としてください





収入及び支出の合計欄と簡易耐震改修工事費は、補助対象費用をご記入下さい。





耐震改修工事費の施工業者は住宅改修業者登録制度に登録している必要があります





(e)に4/5を乗じた額（千円未満の端数切捨て）ただし、上限60万円





申請者の名前を記入





評点は0.7未満でないと補助の対象になりませんのでご注意ください





評点は0.7以上でないと補助の対象になりませんのでご注意ください





該当する工事を全てチェックしてください





この部分を記入してください





交付申請書・実績報告書と同じ印鑑を使用してください





印ｚ





印ｚｚｚｚｚ





補助金請求書と同じ印鑑を使用してください





１）代理人が建築士の場合は、一級・二級等


の別、登録番号（登録府県名等）を記載


２）代理人が行政書士の場合は登録番号を記載





委任状には下記の代理権限の内容や、日付、押印等、記載漏れが無い様にお願いします。


１）【西宮市住宅耐震改修促進事業】にかかる【申請書】及び【報告書】の【作成】、【提出】、【訂正等】


２）設計図書の作成（行政書士は記入不要）


３）届出を行う建物の所在地





申請書と同じ印鑑








